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(57)【要約】
【課題】効率的に建物を巡回して設備機器の保守作業を
行うための作業スケジュールを作成することが可能な保
守作業スケジュール作成装置を提供する。
【解決手段】情報取得部５０は、複数の建物のそれぞれ
を特定する物件情報を受け、複数の建物のそれぞれにて
行われる保守作業の内容を示す保守作業情報、複数の建
物のそれぞれの所在地を含む地域における気象予報を示
す気象予報情報及び複数の建物のそれぞれの所在地を含
む地域の地理的条件を示す地理的条件情報を取得する。
スケジュール作成部６０は、複数の建物の所在地、保守
作業の内容、気象予報及び地理的条件に基づいて、複数
の建物のそれぞれにて保守作業を行う作業日と複数の建
物のそれぞれに作業者が移動するための移動ツールとを
決定する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　保守作業の対象となる設備機器が設置されている複数の建物のそれぞれを特定する物件
情報を受け、前記複数の建物のそれぞれにて行われる保守作業の内容を示す保守作業情報
、前記複数の建物のそれぞれの所在地を含む地域における気象予報を示す気象予報情報及
び前記複数の建物のそれぞれの所在地を含む地域の地理的条件を示す地理的条件情報を取
得する情報取得手段と、
　前記複数の建物のそれぞれの所在地、前記保守作業情報が示す保守作業の内容、前記気
象予報情報が示す気象予報及び前記地理的条件情報が示す地理的条件に基づいて、前記複
数の建物のそれぞれにて保守作業を行う作業日と前記複数の建物のそれぞれに作業者が移
動するための移動ツールとを示す作業スケジュールを作成するスケジュール作成手段と、
　を有することを特徴とする保守作業スケジュール作成装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の保守作業スケジュール作成装置であって、
　前記保守作業情報は、前記保守作業が屋外で行われる作業か否かを示す作業場所情報を
含み、
　前記スケジュール作成手段は、前記気象予報情報に基づいて天気の日を特定し、屋外で
行われる保守作業を天気の日に優先的に割り当てる、
　ことを特徴とする保守作業スケジュール作成装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の保守作業スケジュール作成装置であって、
　前記物件情報は、建物における駐車場の有無を示す駐車場情報を含み、
　前記スケジュール作成手段は、前記気象予報情報に基づいて天気の日を特定し、駐車場
が無い建物にて行われる保守作業を天気の日に優先的に割り当てる、
　ことを特徴とする保守作業スケジュール作成装置。
【請求項４】
　請求項１に記載の保守作業スケジュール作成装置であって、
　前記スケジュール作成手段は、前記天気予報情報に基づいて天気の日を特定し、前記地
理的条件情報に基づいて建物への前記作業者の移動距離を求め、前記移動距離が所定距離
以上となる建物にて行われる保守作業を天気の日に優先的に割り当てる、
　ことを特徴とする保守作業スケジュール作成装置。
【請求項５】
　請求項１に記載の保守作業スケジュール作成装置であって、
　前記保守作業情報は、前記保守作業が屋外で行われる作業か否かを示す作業場所情報と
建物における駐車場の有無を示す駐車場情報とを含み、
　前記スケジュール作成手段は、前記気象予報情報に基づいて天気の日を特定し、前記地
理的条件情報に基づいて建物への前記作業者の移動距離を求め、屋外で行われる保守作業
を最優先で天気の日に割り当て、駐車場が無い建物にて行われる保守作業を２番目に優先
して天気の日に割り当て、前記移動距離が所定距離以上となる建物にて行われる保守作業
を３番目に優先して天気の日に割り当てる、
　ことを特徴とする保守作業スケジュール作成装置。
【請求項６】
　請求項１から請求項５のいずれか一項に記載の保守作業スケジュール作成装置であって
、
　前記保守作業情報は、保守作業に要する作業時間を示す作業時間情報を含み、
　前記地理的条件情報は、前記複数の建物のそれぞれの所在地を含む地域における鉄道の
運行計画を示す鉄道情報と、前記複数の建物のそれぞれの所在地を含む地域の地図を示す
地図情報と、前記複数の建物のそれぞれの所在地を含む地域における過去の交通渋滞の程
度を示す渋滞情報とを含み、
　前記スケジュール作成手段は、前記複数の建物のそれぞれの所在地、前記鉄道情報が示
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す鉄道の運行計画、前記地図情報が示す地図及び前記渋滞情報が示す過去の交通渋滞の程
度に基づいて、建物への前記作業者の移動時間を予測し、前記作業者の移動時間と保守作
業に要する作業時間との合計が所定時間以内となる複数の保守作業の組み合わせ及び前記
組み合わせに含まれる前記複数の保守作業が行われる複数の建物のそれぞれに前記作業者
が移動するための移動ツールを決定し、前記組み合わせに含まれる前記複数の保守作業を
同一の作業日に割り当てる、
　ことを特徴とする保守作業スケジュール作成装置。
【請求項７】
　請求項６に記載の保守作業スケジュール作成装置であって、
　前記スケジュール作成手段は、前記作業者の移動時間と保守作業に要する作業時間との
合計が所定時間以内となり、かつ、前記作業者の移動時間が最小となる複数の保守作業の
組み合わせ及び前記組み合わせに含まれる前記複数の保守作業が行われる複数の建物のそ
れぞれに前記作業者が移動するための移動ツールを決定し、前記組み合わせに含まれる前
記複数の保守作業を同一の作業日に割り当てる、
　ことを特徴とする保守作業スケジュール作成装置。
【請求項８】
　請求項１から請求項７のいずれか一項に記載の保守作業スケジュール作成装置であって
、
　前記スケジュール作成手段は、同一の保守作業を同一の作業日に割り当てる、
　ことを特徴とする保守作業スケジュール作成装置。
【請求項９】
　コンピュータに、
　保守作業の対象となる設備機器が設置されている複数の建物のそれぞれを特定する物件
情報を受け、前記複数の建物のそれぞれにて行われる保守作業の内容を示す保守作業情報
、前記複数の建物のそれぞれの所在地を含む地域における気象予報を示す気象予報情報及
び前記複数の建物のそれぞれの所在地を含む地域の地理的条件を示す地理的条件情報を取
得する第１のステップと、
　前記複数の建物のそれぞれの所在地、前記保守作業情報が示す保守作業の内容、前記気
象予報情報が示す気象予報及び前記地理的条件情報が示す地理的条件に基づいて、前記複
数の建物のそれぞれにて保守作業を行う作業日と前記複数の建物のそれぞれに作業者が移
動するための移動ツールとを示す作業スケジュールを作成する第２のステップと、
　を実行させることを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、建物に設置されている設備機器の保守作業のスケジュールを作成する保守作
業スケジュール作成装置及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ビルやマンション等の建物には、エレベータ、エスカレータ、防犯カメラ、空調機及び
照明器具等の設備機器が設置されており、これらの設備機器に故障が生じないように、設
備機器の保守点検が定期的に行われている。この設備機器の保守点検作業を行うためには
専門的な知識を必要とすることから、建物の所有者や管理者は、設備機器の保守点検作業
を専門的に行う保守会社と保守契約を結んで保守点検作業を委託する場合がある。保守会
社は、保守点検作業を行う作業者を保守サービス拠点に配置し、設備機器の点検、修理及
び整備等の保守サービスを提供している。そして、作業者が保守契約に従って定期的に建
物を巡回するために、保守会社では、保守作業を行う作業日と保守対象となる建物と保守
作業の内容とを表す作業スケジュールを作成し、その作業スケジュールに従って保守サー
ビスを提供している。この作業スケジュールを作成すること自体が保守会社にとって負担
となっており、また、効率的に建物を巡回して保守作業を行うための作業スケジュールを
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作成するためにはノウハウが必要となる。
【０００３】
　作業スケジュールを作成する装置として、例えば下記の特許文献１には、特定の資格を
必要とする設備機器の保守作業を他の設備機器の保守作業よりも優先して保守員に割り当
てる装置が開示されている。
【０００４】
　また、下記の特許文献２には、設備点検作業者による施設への入出の履歴を取得し、そ
の履歴から設備機器の点検に要する作業時間と移動時間とを算出し、これを点検回数分蓄
積して、蓄積された設備機器ごとの作業時間及び移動時間に基づいて最適作業時刻を算出
する装置が開示されている。
【０００５】
　また、下記の特許文献３には、各顧客ビルのうち保守巡回作業表に作業者及び作業日が
割り当てられていない顧客ビルであって、既に割り当てられた顧客ビルに割付可能な顧客
ビルを、各顧客ビルの作業時間に基づいて算出される作業日の作業可能時間及び作業者の
作業資格の情報に基づいて抽出し、抽出された顧客ビルに対して優先順位を判定し、優先
順位に基づいて顧客ビルを表示する装置が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００２－８３１０１号公報
【特許文献２】特開２００９－１５１７３３号公報
【特許文献３】特開２０１１－２５８１２７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上記の特許文献１～３に記載された発明は、作業効率の良い作業スケジュールを作成す
ることを目的としているが、作業現場での作業のやり易さや作業現場までの移動のし易さ
等が考慮されておらず、効率的に建物を巡回して設備機器の保守作業を行うことができる
作業スケジュールが必ずしも作成されるとは限らない。特許文献１に記載の発明は、特定
の資格を必要とする設備機器の保守作業を優先して保守員に割り当てるに過ぎず、特許文
献２に記載の発明は、１つの建物内の複数の部屋に設置された設備機器の保守作業を行う
ための作業スケジュールを作成するに過ぎず、特許文献３に記載された発明は、保守巡回
作業表に既に割り当てられた顧客ビルと割り当てられていない顧客ビルとの組み合わせに
基づいて保守巡回作業表を作成するに過ぎない。このように、特許文献１～３に記載され
た発明は、作業現場での作業のやり易さや作業現場までの移動のし易さ等を考慮していな
いため、必ずしも作業効率の良い作業スケジュールが作成されるとは限らない。
【０００８】
　本発明の目的は、効率的に建物を巡回して設備機器の保守作業を行うための作業スケジ
ュールを作成することが可能な保守作業スケジュール作成装置及びプログラムを提供する
ことである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　請求項１に係る発明は、保守作業の対象となる設備機器が設置されている複数の建物の
それぞれを特定する物件情報を受け、前記複数の建物のそれぞれにて行われる保守作業の
内容を示す保守作業情報、前記複数の建物のそれぞれの所在地を含む地域における気象予
報を示す気象予報情報及び前記複数の建物のそれぞれの所在地を含む地域の地理的条件を
示す地理的条件情報を取得する情報取得手段と、前記複数の建物のそれぞれの所在地、前
記保守作業情報が示す保守作業の内容、前記気象予報情報が示す気象予報及び前記地理的
条件情報が示す地理的条件に基づいて、前記複数の建物のそれぞれにて保守作業を行う作
業日と前記複数の建物のそれぞれに作業者が移動するための移動ツールとを示す作業スケ
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ジュールを作成するスケジュール作成手段と、を有することを特徴とする保守作業スケジ
ュール作成装置である。
【００１０】
　また、請求項２に係る発明は、請求項１に係る保守作業スケジュール作成装置であって
、前記保守作業情報は、前記保守作業が屋外で行われる作業か否かを示す作業場所情報を
含み、前記スケジュール作成手段は、前記気象予報情報に基づいて天気の日を特定し、屋
外で行われる保守作業を天気の日に優先的に割り当てる、ことを特徴とする。
【００１１】
　また、請求項３に係る発明は、請求項１に係る保守作業スケジュール作成装置であって
、前記物件情報は、建物における駐車場の有無を示す駐車場情報を含み、前記スケジュー
ル作成手段は、前記気象予報情報に基づいて天気の日を特定し、駐車場が無い建物にて行
われる保守作業を天気の日に優先的に割り当てる、ことを特徴とする。
【００１２】
　また、請求項４に係る発明は、請求項１に係る保守作業スケジュール作成装置であって
、前記スケジュール作成手段は、前記天気予報情報に基づいて天気の日を特定し、前記地
理的条件情報に基づいて建物への前記作業者の移動距離を求め、前記移動距離が所定距離
以上となる建物にて行われる保守作業を天気の日に優先的に割り当てる、ことを特徴とす
る。
【００１３】
　また、請求項５に係る発明は、請求項１に係る保守作業スケジュール作成装置であって
、前記保守作業情報は、前記保守作業が屋外で行われる作業か否かを示す作業場所情報と
建物における駐車場の有無を示す駐車場情報とを含み、前記スケジュール作成手段は、前
記気象予報情報に基づいて天気の日を特定し、前記地理的条件情報に基づいて建物への前
記作業者の移動距離を求め、屋外で行われる保守作業を最優先で天気の日に割り当て、駐
車場が無い建物にて行われる保守作業を２番目に優先して天気の日に割り当て、前記移動
距離が所定距離以上となる建物にて行われる保守作業を３番目に優先して天気の日に割り
当てる、ことを特徴とする。
【００１４】
　また、請求項６に係る発明は、請求項１から請求項５のいずれか一項に係る保守作業ス
ケジュール作成装置であって、前記保守作業情報は、保守作業に要する作業時間を示す作
業時間情報を含み、前記地理的条件情報は、前記複数の建物のそれぞれの所在地を含む地
域における鉄道の運行計画を示す鉄道情報と、前記複数の建物のそれぞれの所在地を含む
地域の地図を示す地図情報と、前記複数の建物のそれぞれの所在地を含む地域における過
去の交通渋滞の程度を示す渋滞情報とを含み、前記スケジュール作成手段は、前記複数の
建物のそれぞれの所在地、前記鉄道情報が示す鉄道の運行計画、前記地図情報が示す地図
及び前記渋滞情報が示す過去の交通渋滞の程度に基づいて、建物への前記作業者の移動時
間を予測し、前記作業者の移動時間と保守作業に要する作業時間との合計が所定時間以内
となる複数の保守作業の組み合わせ及び前記組み合わせに含まれる前記複数の保守作業が
行われる複数の建物のそれぞれに前記作業者が移動するための移動ツールを決定し、前記
組み合わせに含まれる前記複数の保守作業を同一の作業日に割り当てる、ことを特徴とす
る。
【００１５】
　また、請求項７に係る発明は、請求項６に係る保守作業スケジュール作成装置であって
、前記スケジュール作成手段は、前記作業者の移動時間と保守作業に要する作業時間との
合計が所定時間以内となり、かつ、前記作業者の移動時間が最小となる複数の保守作業の
組み合わせ及び前記組み合わせに含まれる前記複数の保守作業が行われる複数の建物のそ
れぞれに前記作業者が移動するための移動ツールを決定し、前記組み合わせに含まれる前
記複数の保守作業を同一の作業日に割り当てる、ことを特徴とする。
【００１６】
　また、請求項８に係る発明は、請求項１から請求項７のいずれか一項に係る保守作業ス
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ケジュール作成装置であって、前記スケジュール作成手段は、同一の保守作業を同一の作
業日に割り当てる、ことを特徴とする。
【００１７】
　また、請求項９に係る発明は、コンピュータに、保守作業の対象となる設備機器が設置
されている複数の建物のそれぞれを特定する物件情報を受け、前記複数の建物のそれぞれ
にて行われる保守作業の内容を示す保守作業情報、前記複数の建物のそれぞれの所在地を
含む地域における気象予報を示す気象予報情報及び前記複数の建物のそれぞれの所在地を
含む地域の地理的条件を示す地理的条件情報を取得する第１のステップと、前記複数の建
物のそれぞれの所在地、前記保守作業情報が示す保守作業の内容、前記気象予報情報が示
す気象予報及び前記地理的条件情報が示す地理的条件に基づいて、前記複数の建物のそれ
ぞれにて保守作業を行う作業日と前記複数の建物のそれぞれに作業者が移動するための移
動ツールとを示す作業スケジュールを作成する第２のステップと、を実行させることを特
徴とするプログラムである。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によると、保守作業の内容、気象予報及び地理的条件を利用することによって、
気象条件と移動ツールとが考慮されて効率的に建物を巡回して保守作業を行うことができ
る作業スケジュールが作成される。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の実施形態に係る保守作業スケジュール作成装置の一例を示すブロック図
である。
【図２】保守作業の内容と作業時間と工具との対応関係の一例を示す表である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　図１に、本発明の実施形態に係る保守作業スケジュール作成装置の一例を示す。本実施
形態に係る保守作業スケジュール作成装置は、ユーザインターフェース部（ＵＩ部）１０
と、物件情報記憶部２０と、保守作業情報記憶部３０と、通信部４０と、情報取得部５０
と、スケジュール作成部６０とを備えている。本実施形態に係る保守作業スケジュール作
成装置は、ビルやマンション等の建物に設置されている設備機器の保守作業を行うための
作業スケジュールを作成する。例えば、本実施形態に係る保守作業スケジュール作成装置
は、保守作業の対象となる設備機器が設置されている複数の建物（物件）に、保守会社の
保守サービル拠点から作業者が移動して保守作業を行うための作業スケジュールを作成す
る。保守作業の対象となる設備機器は、例えばエレベータ、エスカレータ、防犯カメラ、
空調機及び照明器具等である。
【００２１】
　ユーザインターフェース部（ＵＩ部）１０は、図示しない入力装置と表示装置とを備え
ている。ユーザは、例えば入力装置を用いることで、保守作業の対象となる設備機器が設
置されている建物を特定するための物件情報と、当該保守作業の内容を示す保守作業情報
と、当該保守作業に要する時間（作業時間）を示す作業時間情報とを入力する。例えば、
ユーザは、入力装置を用いることで、複数の建物のそれぞれの物件情報と、各建物にて行
われる保守作業の内容を示す保守作業情報と、各保守作業に要する時間を示す作業時間情
報とを入力する。１つの建物につき１つの保守作業が行われる場合もあれば、複数の保守
作業が行われる場合もあるので、ユーザは入力装置を用いることで、各建物にて行われる
１又は複数の保守作業の内容を示す保守作業情報と各保守作業の作業時間情報とを入力す
ればよい。なお、以下では、保守作業の対象となる設備機器が設置されている建物を、「
保守対象建物」と称することにする。例えば、ユーザはＵＩ部１０を用いることで、保守
作業を行う時期（例えば月や週）を示す保守作業時期情報と、当該時期に行われる予定の
保守作業に関する情報（物件情報、保守作業情報及び作業時間情報）とを入力する。例え
ば次月の作業スケジュールを作成する場合、次月を示す保守作業時期情報と、次月に行わ
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れる予定の保守作業に関する情報とを入力すればよい。
【００２２】
　物件情報は、例えば建物の名称を示す名称情報と建物の住所（所在地）を示す位置情報
とを含み、建物における駐車場の有無を示す駐車場情報を更に含んでいてもよいし、建物
を識別するための識別番号等の識別情報を更に含んでいてもよいし、建物に設置されてい
る設備機器を識別するための機器情報を更に含んでいてもよい。識別情報を含む物件情報
が保守作業スケジュール作成装置に予め登録されている場合、ユーザはＵＩ部１０を用い
ることで建物の識別情報を入力するようにしてもよい。
【００２３】
　保守作業情報は、保守作業が屋外で行われる作業か否かを示す作業場所情報を更に含ん
でいてもよいし、保守作業に要する作業時間を示す作業時間情報を更に含んでいてもよい
。なお、建物情報と保守作業情報とが対応付けられて保守作業スケジュール作成装置に予
め登録されている場合、ＵＩ部１０から保守作業情報を入力しなくてもよい。また、作業
時間情報を含む保守作業情報が保守作業スケジュール作成装置に予め登録されている場合
、ＵＩ部１０から作業時間情報を入力しなくてもよい。作業時間は、保守作業に要すると
推測される時間であり、例えば経験に基づいて決定される。
【００２４】
　物件情報記憶部２０は、各建物の物件情報を予め記憶する。例えば、物件情報記憶部２
０は、建物の名称を示す名称情報と、建物の住所（所在地）を示す位置情報と、駐車場の
有無を示す駐車場情報と、建物を識別するための識別情報と、建物に設置されている設備
機器を識別するための機器情報とを対応付けて予め記憶する。また、物件情報記憶部２０
は、各建物にて行われる予定の保守作業の時期を示す保守作業時期情報を予め記憶してい
てもよい。例えば、定期的に保守作業を行う場合等のように、保守作業の時期が予め特定
されている場合、各建物にて行われる保守作業の時期を示す保守作業時期情報を、物件情
報記憶部２０に予め記憶させておいてもよい。
【００２５】
　保守作業情報記憶部３０は、保守作業の内容を示す保守作業情報を予め記憶する。例え
ば、保守作業情報記憶部３０は、建物を特定するための物件情報（及び／又は識別情報）
と、当該建物にて行われる保守作業の内容を示す保守作業情報とを建物ごとに対応付けて
予め記憶してもよい。また、保守作業情報記憶部３０は、保守作業情報と保守作業にて用
いられる工具を示す工具情報とを対応付けて予め記憶してもよい。
【００２６】
　ここで、図２を参照して、設備機器ごとの保守作業の内容、作業時間及び当該保守作業
にて用いられる工具について説明する。図２には、一例としてエレベータ及びエスカレー
タにて行われる保守作業の内容等が示されている。例えばエレベータに対する保守作業と
しては、掃除、ロープチェック、照明交換及び給油等の作業がある。また、エスカレータ
に対する保守作業としては、ステップ外し、手摺外し、給油及び掃除等の作業がある。図
２に示す表では、各保守作業の内容と、経験的に予測される作業時間と、保守作業にて用
いられる工具とが対応付けられている。例えば、エレベータの掃除の作業時間は１．０時
間（予測の作業時間）であり、その掃除には掃除機が工具として用いられる。また、エレ
ベータのロープチェックの作業時間は２．０時間であり、ロープチェックにはロープチェ
ッカーが工具として用いられる。また、エスカレータのステップ外しの作業時間は１．０
時間であり、ステップ外しにはステップ外し工具が用いられる。また、エスカレータの手
摺外しの作業時間は１．０時間であり、手摺外しには手摺外し工具が用いられる。また、
安全柵やブルーシート等は、複数の保守作業にて共通して使用される工具の一例である。
保守作業情報記憶部３０は、一例として図２に示す表のように、設備機器ごとの保守作業
の内容と、各保守作業の作業時間と、各保守作業にて用いられる工具とを対応付けた情報
を建物ごとに記憶してもよい。
【００２７】
　通信部４０は、ＬＡＮやＷＡＮ等のネットワーク等の通信経路Ｎに接続されており、例
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えばサーバ等の外部装置と通信を行い、通信経路Ｎを介して各種の情報を送信及び受信す
る。
【００２８】
　情報取得部５０は、作業スケジュールの作成に用いられる情報を取得する。情報取得部
５０は、物件情報取得部５１と、保守作業情報取得部５２と、気象予報情報取得部５３と
、地図情報取得部５４と、鉄道情報取得部５５と、渋滞情報取得部５６とを備えている。
【００２９】
　物件情報取得部５１は、ＵＩ部１０を用いて入力された物件情報を受け、当該物件情報
をスケジュール作成部６０に出力する。例えば複数の保守対象建物の物件情報がＵＩ部１
０から入力された場合、物件情報取得部５１は、各保守対象建物の物件情報をスケジュー
ル作成部６０に出力する。または、物件情報取得部５１は、ＵＩ部１０から識別情報を受
けた場合、当該識別情報を含む物件情報を物件情報記憶部２０から取得し、取得した物件
情報をスケジュール作成部６０に出力してもよい。
【００３０】
　保守作業情報取得部５２は、ＵＩ部１０を用いて入力された保守作業情報を受け、当該
保守作業情報をスケジュール作成部６０に出力する。例えば複数の保守対象建物の保守作
業情報がＵＩ部１０から入力された場合、保守作業情報取得部５２は、各保守対象建物の
保守作業情報をスケジュール作成部６０に出力する。または、保守作業情報取得部５２は
、ＵＩ部１０から物件情報又は識別情報を受けた場合、当該物件情報又は当該識別情報に
対応付けられている保守作業情報を保守作業情報記憶部３０から取得し、取得した保守作
業情報をスケジュール作成部６０に出力してもよい。
【００３１】
　気象予報情報取得部５３は、保守対象建物の所在地を含む地域における気象予報を示す
気象予報情報を取得し、取得した気象予報情報をスケジュール作成部６０に出力する。例
えば、気象予報情報取得部５３は、保守サービス拠点の所在地と、保守対象建物の所在地
と、保守サービス拠点から保守対象建物に至る経路とを含む地域における気象予報を示す
気象予報情報を取得する。なお、保守サービス拠点の所在地を示す情報は、物件情報記憶
部２０や保守作業情報記憶部３０等の記憶部に予め記憶させておけばよい。気象予報情報
取得部５３は、保守対象建物の所在地を含む地域における気象予報情報を通信部４０及び
通信経路Ｎを介してサーバ等の外部装置から取得する。例えば、気象予報情報取得部５３
は、複数の保守対象建物のそれぞれの所在地を含む地域における気象予報を示す気象予報
情報を取得する。一例として、気象予報情報取得部５３は、保守作業を行う期間（例えば
月や週）における気象予報を示す気象予報情報を取得する。
【００３２】
　地図情報取得部５４は、保守対象建物の所在地を含む地域の地図を示す地図情報を取得
し、取得した地図情報をスケジュール作成部６０に出力する。例えば、地図情報取得部５
４は、保守サービス拠点の所在地と、保守対象建物の所在地と、保守サービス拠点から保
守対象建物に至る経路とを含む地域の地図を示す地図情報を取得する。地図情報は、物件
情報記憶部２０に予め記憶されていてもよいし、サーバ等の外部装置に記憶されていても
よい。地図情報が物件情報記憶部２０に予め記憶されている場合、地図情報取得部５４は
、保守対象建物の所在地を含む地域の地図情報を物件情報記憶部２０から取得する。また
、地図情報が外部装置に記憶されている場合、地図情報取得部５４は、保守対象建物の所
在地を含む地域の地図情報を通信部４０及び通信経路Ｎを介して外部装置から取得する。
例えば、地図情報取得部５４は、複数の保守対象建物のそれぞれの所在地を含む地域の地
図を示す地図情報を取得する。
【００３３】
　鉄道情報取得部５５は、保守対象建物の所在地を含む地域における鉄道に関する鉄道情
報を取得し、取得した鉄道情報をスケジュール作成部６０に出力する。例えば、鉄道情報
取得部５５は、保守サービス拠点の所在地と、保守対象建物の所在地と、保守サービス拠
点から保守対象建物に至る経路とを含む地域における鉄道に関する鉄道情報を取得する。
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例えば、鉄道情報取得部５５は、保守対象建物の所在地を含む地域における鉄道情報を通
信部４０及び通信経路Ｎを介して外部装置から取得する。鉄道情報は、鉄道の運行計画を
示すダイヤ情報や各駅の時刻表等を含む。例えば、鉄道情報取得部５５は、複数の保守対
象建物のそれぞれの所在地を含む地域における鉄道に関する鉄道情報を取得する。
【００３４】
　渋滞情報取得部５６は、保守対象建物の所在地を含む地域における過去の交通渋滞の程
度を示す渋滞情報を取得し、取得した渋滞情報をスケジュール作成部６０に出力する。例
えば、渋滞情報取得部５６は、保守サービス拠点の所在地と、保守対象建物の所在地と、
保守サービス拠点から保守対象建物に至る経路とを含む地域における過去の交通渋滞の程
度を示す渋滞情報を取得する。渋滞情報は、物件情報記憶部２０に予め記憶されていても
よいし、サーバ等の外部装置に記憶されていてもよい。渋滞情報が物件情報記憶部２０に
予め記憶されている場合、渋滞情報取得部５６は、保守対象建物の所在地を含む地域の渋
滞情報を物件情報記憶部２０から取得する。また、渋滞情報が外部装置に記憶されている
場合、渋滞情報取得部５６は、保守対象建物の所在地を含む地域の渋滞情報を通信部４０
及び通信経路Ｎを介して外部装置から取得する。例えば、渋滞情報取得部５６は、複数の
保守対象建物のそれぞれの所在地を含む地域における過去の交通渋滞の程度を示す渋滞情
報を取得する。
【００３５】
　なお、鉄道情報、地図情報及び渋滞情報は、保守対象建物の所在地を含む地域における
地理的条件を示す地理的条件情報の一例に相当する。
【００３６】
　スケジュール作成部６０は、各保守対象建物の物件情報と、各保守対象建物にて行われ
る保守作業の内容を示す保守作業情報と、各保守対象建物の所在地を含む地域における気
象予報を示す気象予報情報と、各保守対象建物の所在地を含む地域における地理的条件情
報（鉄道情報、地図情報及び渋滞情報）とに基づいて、各建物にて保守作業を行う作業日
と、各建物に作業者が移動するための移動ツールとを決定し、保守対象建物と保守作業内
容と作業日と移動ツールとの対応関係を示す作業スケジュールを作成する。スケジュール
作成部６０は、同一の作業日に複数の保守作業を割り当ててもよい。例えば、スケジュー
ル作成部６０は、各保守作業の作業時間を参照し、複数の保守作業の作業時間の合計が一
日の稼働時間（例えば１０時間）以内となる数の保守作業を一日に割り当て、各保守対象
建物に作業者が移動するための移動ツールを決定する。なお、移動ツールは、各建物に作
業者が移動するときに利用される移動手段と、同一の作業日に保守作業が行われる複数の
保守対象建物を作業者が巡回するための移動ルートとを含む概念である。例えば、鉄道、
自動車、自転車及び徒歩等が移動ツールに該当する。また、移動ルートには、複数の保守
対象建物を作業者が巡回する順番が含まれる。また、一日の稼働時間は、ユーザによって
任意に変えられるようにしてもよい。
【００３７】
　スケジュール作成部６０は、以下に示す手順に従って作業スケジュールを作成する。ま
ず、ユーザがＵＩ部１０を用いることで保守作業情報を入力し、物件情報又は識別情報を
入力することで保守対象建物を指定し、さらに作業日時を指定した場合、スケジュール作
成部６０は、保守対象建物にて行われる保守作業を、指定された作業日時に優先的に割り
当てる。
【００３８】
　次に、スケジュール作成部６０は、気象予報情報に基づいて天気になると予測される日
（以下、「天気の日」と略す）を特定し、屋外での作業が必要な保守作業、自動車での訪
問が困難であると推測される建物にて行われる保守作業、及び、保守サービス拠点又は最
寄り駅から遠い建物にて行われる保守作業を、天気の日に優先的に割り当てる。例えば、
屋外型エスカレータ等のように保守作業の対象となる設備機器が屋外に設置されている場
合、作業者は屋外で保守作業を行う必要があり、雨の日では保守作業が困難になると考え
られる。従って、屋外での作業が必要な保守作業を、天気の日に優先的に割り当てる。ま
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た、駐車場が無い建物にて保守作業を行う場合、自動車によって当該建物を訪問すること
は困難であると推測され、自動車以外の移動手段（例えば自転車、徒歩又は鉄道）によっ
て当該建物を訪問する必要がある。例えば工具を持った状態で雨の中を自動車以外の移動
手段（例えば自転車や徒歩）によって移動することは作業者にとって困難であり、そのた
めに移動時間が長くなって、効率的に複数の保守対象建物を巡回することが困難となる。
従って、自動車での訪問が困難であると推測される保守対象建物にて行われる保守作業を
、天気の日に優先的に割り当てる。また、保守サービス拠点又は最寄り駅から遠い建物に
雨の日に移動すると、その移動の時間が長くなり、効率的に複数の保守対象建物を巡回す
ることが困難となる。従って、保守サービス拠点又は最寄り駅から遠い建物にて行われる
保守作業を、天気の日に優先的に割り当てる。
【００３９】
　例えば、スケジュール作成部６０は、作業内容情報に含まれる作業場所情報に基づいて
、屋外で行われる保守作業を特定し、屋外にて行われる保守作業を天気の日に優先的に割
り当てる。また、スケジュール作成部６０は、物件情報に含まれる駐車場情報に基づいて
、駐車場が無い保守対象建物を特定し、駐車場が無い保守対象建物にて行われる保守作業
を天気の日に優先的に割り当てる。また、スケジュール作成部６０は、各保守対象建物の
位置情報と地図情報とに基づいて、保守サービス拠点又は最寄り駅から各保守対象建物ま
での距離（作業者の移動距離に相当する距離）を求め、移動距離が所定距離以上となる保
守対象建物にて行われる保守作業を天気の日に優先的に割り当てる。所定距離は例えば数
ｋｍであり、一例として１ｋｍや２ｋｍ等である。なお、所定距離の値は、ユーザによっ
て任意の値に変えられるようにしてもよい。
【００４０】
　また、スケジュール作成部６０は、屋外で行われる保守作業を最優先で天気の日に割り
当て、駐車場が無い保守対象建物にて行われる保守作業を２番目に優先して天気の日に割
り当て、移動距離が所定距離以上となる保守対象建物にて行われる保守作業を３番目に優
先して天気の日に割り当ててもよい。屋外で行われる保守作業を最優先で天気の日に割り
当てることで、作業効率を向上させることができ、また、移動距離が所定距離以上となる
保守対象建物よりも駐車場が無い保守対象建物にて行われる保守作業を優先して天気の日
に割り当てることで、移動時間をより短縮することができる。また、スケジュール作成部
６０は、これら３つの条件（屋外での作業、駐車場が無い建物での作業、移動距離が遠い
建物での作業）に該当する保守作業を最優先で天気の日に割り当て、２つの条件に該当す
る保守作業を２番目に優先して天気の日に割り当て、１つの条件に該当する保守作業を３
番目に優先して天気の日に割り当ててもよい。
【００４１】
　次に、スケジュール作成部６０は、各保守対象建物の位置情報と鉄道情報と地図情報と
渋滞情報とに基づいて、サービス拠点から各保守対象建物に作業者が移動するのに要する
移動時間と、ある保守対象建物から別の保守対象建物に作業者が移動するのに要する移動
時間とを推定する。例えば、スケジュール作成部６０は、鉄道で移動する場合に要する移
動時間、自動車で移動する場合に要る移動時間、自転車で移動する場合に要する移動時間
、及び、徒歩で移動する場合に要する移動時間を推定する。また、スケジュール作成部６
０は、鉄道、自動車、自転車及び徒歩のうちの２つ以上の組み合わせによる移動時間を推
定する。スケジュール作成部６０は、鉄道のダイヤ情報や時刻表等に基づいて、鉄道で移
動する場合に要する移動時間を求める。また、自動車、自転車及び徒歩の移動速度は予め
決定されており、スケジュール作成部６０は、予め決定された移動速度に従って、自動車
で移動する場合に要する移動時間、自転車で移動する場合に要する移動時間、及び、徒歩
で移動する場合に要する移動時間を推定する。自動車、自転車及び徒歩の移動速度は、ユ
ーザによって任意に変えられるようにしてもよい。
【００４２】
　そして、スケジュール作成部６０は、複数の保守対象建物を作業者が巡回する場合の作
業者の全移動時間と複数の保守対象建物にて行われる保守作業に要する全作業時間との合
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計が、所定時間以内となる複数の保守作業の組み合わせ及び当該組み合わせに含まれる複
数の保守作業が行われる複数の保守対象建物のそれぞれに作業者が移動するための移動ツ
ール（移動手段及び移動ルート）を決定し、当該組み合わせに含まれる複数の保守作業を
同一の作業日に割り当てる。例えば、スケジュール作成部６０は、作業者の全移動時間と
全作業時間との合計が所定時間以内となり、かつ、作業者の全移動時間が最小となる複数
の保守作業の組み合わせ及び移動ツールを決定し、当該組み合わせに含まれる複数の保守
作業を同一の作業日に割り当てることが好ましい。なお、所定時間は例えば一日の稼働時
間（例えば１０時間）であり、ユーザによって任意の時間に変えられるようにしてもよい
。
【００４３】
　また、スケジュール作成部６０は、作業者の全移動時間と全作業時間との合計が所定時
間以内となり、かつ、当該所定時間内に割り当てられる保守作業の数が最大となる複数の
保守作業の組み合わせ及び移動ツールを決定し、当該組み合わせに含まれる複数の保守作
業を同一の作業日に割り当ててもよい。さらに、スケジュール作成部６０は、作業者の全
移動時間と全作業時間との合計が所定時間以内となり、当該所定時間内に割り当てられる
保守作業の数が最大となり、かつ、作業者の全移動時間が最小となる複数の保守対象の組
み合わせ及び移動ツールを決定し、当該組み合わせに含まれる複数の保守作業を同一の作
業日に割り当ててもよい。
【００４４】
　以上のようにしてスケジュール作成部６０は、保守作業時期（例えば次月）に予定され
ている複数の保守作業を各作業日に割り当て、さらに、複数の保守対象建物に作業者が移
動するための移動ツールを決定し、保守対象建物と保守作業内容と作業日と移動ツールと
の対応関係を示す作業スケジュールを作成し、当該作業スケジュールを出力する。例えば
、スケジュール作成部６０は、ＵＩ部１０の表示装置に作業スケジュールを表示させても
よいし、図示しない印刷装置に作業スケジュールを印刷させてもよい。保守会社の作業者
は、表示装置に表示された作業スケジュール又は印刷された作業スケジュールを参照し、
その作業スケジュールに従って各作業日に各保守対象建物を巡回して保守作業を行う。
【００４５】
　以上のように、保守作業の内容、気象予報及び地理的条件を利用することによって、気
象条件と移動ツールとが考慮されて効率的に複数の保守対象建物を巡回して保守作業を行
うための作業スケジュールを作成することが可能となる。
【００４６】
　例えば、屋外での作業が必要な保守作業を天気の日に優先的に割り当てることで、その
保守作業を雨の日に行わなくて済むため、作業現場での作業効率が向上する。また、自動
車での訪問が困難であると推測される建物に行われる保守作業、及び、保守サービス拠点
又は最寄り駅から遠い建物にて行われる保守作業を、天気の日に優先的に割り当てること
で、雨の日に割り当てるよりも移動時間を短縮することができ、その結果、効率的に複数
の保守対象建物を巡回することが可能となる。このように、気象予報に基づいて作業日を
決定することで、保守作業のやり易さや保守対象建物への移動のし易さが考慮された作業
スケジュールを作成することが可能となる。すなわち、本実施形態に係る保守作業スケジ
ュール作成装置によって作成された作業スケジュールは、保守作業の作業効率や移動の効
率が考慮されているため、作業者は、この作業スケジュールを参照することで、効率的に
複数の保守対象建物を巡回して保守作業を行うことが可能となる。
【００４７】
　また、作業者の全移動時間と全作業時間との合計が所定時間以内（例えば１０時間以内
）となる複数の保守作業の組み合わせ及び移動ツールを決定し、当該組み合わせに含まれ
る複数の保守作業を同一の作業日に割り当てることで、効率的に複数の保守対象建物を巡
回して保守作業を行うための作業スケジュールを作成することが可能となる。さらに、作
業者の全移動時間が最小となる複数の保守作業の組み合わせ及び移動ツールを決定し、当
該組み合わせに含まれる複数の保守作業を同一の作業日に割り当てることで、移動時間が
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短縮されるため、さらに効率的に複数の保守対象建物を巡回して保守作業を行うための作
業スケジュールを作成することが可能となる。
【００４８】
　また、スケジュール作成部６０は、同様の保守作業を同一の作業日に割り当てることが
好ましい。同様の保守作業では使用される工具が共通する場合があり、同様の保守作業を
同一の作業日に割り当てることで、作業者が持ち出す工具の数を削減することができるか
らである。例えば、スケジュール作成部６０は、複数の保守対象建物を作業者が巡回する
場合の作業者の全移動時間と複数の保守対象建物にて行われる同一保守作業に要する全作
業時間との合計が、所定時間以内となる複数の同一保守作業の組み合わせ及び当該組み合
わせに含まれる複数の保守作業が行われる複数の保守対象建物のそれぞれに作業者が移動
するための移動ツールを決定し、当該組み合わせに含まれる複数の同一保守作業を同一の
作業日に割り当てる。なお、上述したように、所定時間は例えば一日の稼働時間（例えば
１０時間）であり、ユーザによって任意に変えられるようにしてもよい。また、スケジュ
ール作成部６０は、作業者の全移動時間と全作業時間との合計が所定時間以内となり、か
つ、作業者の全移動時間が最小となる複数の同一保守作業の組み合わせ及び移動ツールを
決定し、当該組み合わせに含まれる複数の同一保守作業を同一の作業日に割り当てること
が好ましい。
【００４９】
　また、スケジュール作成部６０は、作業者の全移動時間と全作業時間との合計が所定時
間以内となり、かつ、当該所定時間内に割り当てられる同一保守作業の数が最大となる複
数の保守作業の組み合わせ及び当該組み合わせに含まれる複数の保守作業が行われる複数
の保守対象建物のそれぞれに作業者が移動するための移動ツールを決定し、当該組み合わ
せに含まれる複数の同一保守作業を同一の作業日に割り当ててもよい。
【００５０】
　また、スケジュール作成部６０は、作業者の全移動時間と全作業時間との合計が所定時
間以内であり、かつ、工具が共通する複数の異なる保守作業の組み合わせ及び当該組み合
わせに含まれる複数の保守作業が行われる複数の保守対象建物のそれぞれに作業者が移動
するための移動ツールを決定し、当該組み合わせに含まれる複数の保守作業を同一の作業
日に割り当ててもよい。スケジュール作成部６０は、例えば、保守作業情報に対応付けら
れている工具情報を参照することで、各保守作業にて用いられる各工具を特定し、工具が
共通する複数の異なる保守作業の組み合わせを決定する。
【００５１】
　例えば図２に示すように、エレベータのロープチェックではロープチェッカーが工具と
して必要となり、エレベータの照明交換では脚立が工具として必要となる。また、エスカ
レータのステップ外しではステップ外し工具が必要となり、エスカレータの手摺外しでは
手摺外し工具が必要となる。このように、同じ設備機器であっても保守作業の内容によっ
て異なる工具が必要となる。そのため、同一の作業日に異なる保守作業を割り当てた場合
、作業者は、複数種類の工具を持ち出す必要があり、その結果、作業者の負担が増大して
効率的に複数の保守対象建物を巡回することが困難になる。これに対して本実施形態のよ
うに、同様の保守作業を同一の作業日に割り当てることで、作業者が持ち出す工具の数を
削減することができるため、作業者の負担を軽減することが可能となる。また、自動車以
外の移動手段（鉄道、自転車、徒歩等）によって保守対象建物を巡回する場合、作業者が
持ち出す工具の数を削減することで作業者の移動の負担が軽減するため、移動時間を短縮
することができる。その結果、効率的に複数の保守対象建物を巡回して保守作業を行うこ
とが可能となる。
【００５２】
　なお、定期的に保守作業を行う場合等のように保守作業の時期が予め特定されている場
合、本実施形態に係る保守作業スケジュール作成装置は、保守作業が行われる時期の前に
、保守作業の時期における作業スケジュールを自動的に作成してもよい。例えば、数か月
に１回の割合でエレベータやエスカレータ等を定期的に保守する場合、その保守作業が行



(13) JP 2013-242774 A 2013.12.5

10

20

30

われる月の前の月までに作業スケジュールを自動的に作成する。この場合、情報取得部５
０は、物件情報記憶部２０に記憶されている保守作業時期情報を参照することで、各建物
にて行われる保守作業の時期を特定し、保守作業の時期の前に、各建物の物件情報と、保
守作業情報と、気象予報情報と、地理的条件情報（鉄道情報、地図情報及び渋滞情報）と
取得し、それらの情報をスケジュール作成部６０に出力する。そして、スケジュール作成
部６０は、情報取得部５０によって取得された各情報に基づいて、保守作業の時期におけ
る作業スケジュールを作成して出力する。例えば、数か月に1回の割合で保守作業を行う
場合、その割合に合わせて作業スケジュールを作成して出力する。このように、作業時期
が特定されている保守作業の作業スケジュールを自動的に作成することで、ユーザによる
各種情報の入力の手間を省くことが可能となる。
【００５３】
　また、保守作業を行う時期（例えば月）の途中であっても、情報取得部５０は、最新の
気象予報情報、最新の地図情報、最新の鉄道情報及び最新の渋滞情報を取得し、スケジュ
ール作成部６０は、情報取得部５０によって取得された最新の各情報に基づいて作業スケ
ジュールを作成してもよい。このように、最新の情報に基づいて作業スケジュールを随時
更新してもよい。
【００５４】
　上述した保守作業スケジュール作成装置は図示しないＣＰＵ等のプロセッサを備えてい
る。プロセッサは、図示しないメモリに記憶されたプログラムを実行することにより、情
報取得部５０及びスケジュール作成部６０のそれぞれの機能を実現する。上記プログラム
は、ＣＤやＤＶＤ等の記録媒体を介して又はネットワーク等の通信経路を介してハードデ
ィスクドライブ（ＨＤＤ）等の記憶装置に記憶される。なお、上記プログラムはハードデ
ィスクドライブ等の記憶装置に予め記憶されていてもよい。ハードディスクドライブ等の
記憶装置に記憶されたプログラムがＲＡＭ等のメモリに読み出されてＣＰＵ等のプロセッ
サによって実行されることにより、情報取得部５０及びスケジュール作成部６０のそれぞ
れの機能が実現される。
【符号の説明】
【００５５】
　１０　ユーザインターフェース部（ＵＩ部）、２０　物件情報記憶部、３０　保守作業
情報記憶部、４０　通信部、５０　情報取得部、５１　物件情報取得部、５２　保守作業
情報取得部、５３　気象予報情報取得部、５４　地図情報取得部、５５　鉄道情報取得部
、５６　渋滞情報取得部、６０　スケジュール作成部。
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